
コロサイ人への手紙  
1章:21節-23節 
1:21 あなたがたも、かつては神
を離れ、心において敵となっ
て、悪い行いの中にあったので
すが、 
1:22 今は神は、御子の肉のか
らだにおいて、しかもその死に
よって、あなたがたをご自分と
和解させてくださいました。それ
はあなたがたを、聖く、傷なく、
非難されるところのない者とし
て御前に立たせてくださるため
でした。 
1:23 ただし、あなたがたは、しっ
かりとした土台の上に堅く立っ
て、すでに聞いた福音の望みか
らはずれることなく、信仰に踏
みとどまらなければなりません。
この福音は、天の下のすべての
造られたものに宣べ伝えられて
いるのであって、このパウロはそ
れに仕える者となったのです。  
 
 
父が息子に「お母さんのところへ行っ

て許してもらいなさい」と言いました

が、息子は「嫌だ！」と答えました。 
その息子が母に対して思いやりのな

いことをしたので、父がそのことを謝る

よう息子に言ったのでした。 
そして父は、「許してくれるようお願い

するまで、寝室から出てはいけない

よ。」と息子に言って朝、仕事に出か

けました。その日の昼、家に帰ってき

た父は、もうすべて解決しているだろ

うと思い、妻に息子がどこにいるのか

聞きました。すると「まだ寝室にいる

わ」という答えが返ってきました。父は

寝室に行き、お母さんに許してもらえ

るよう頼んでほしいと話しましたが、息

子の答えは変わらず「嫌だ」でした。

父は息子に言って聞かせたのです

が、説得することはできませんでし

た。父は、また仕事に出かけ、今度は

もう謝っているだろうと思い込みながら

夜、家に帰ると、まだ息子は寝室にい

たのです！父は、また息子に母のとこ

ろへ行かせようとしましたが行きませ

ん。母も説得しましたが、同じく無理

でした。 
 
その父と母は、その日、寝ることがで

きませんでした。二人は、息子が謝り

に来るだろうと期待したのでしたが来

ることはなく、両親も子供も落ち着か

ない夜を過ごしました。この両親と息

子の間に起きた問題によって生まれ

た疎遠な関係は、とても辛いものし

た。母にとって、そのような夜を過ごし

たことがなく、まるで死が家に訪れた

ようだと言いました。 
 
その心の痛みと重荷は、その子供と
両親にとって辛いものとなりました。 

“助けて! 私たちはにっちもさっちもい
かない（冷戦状態）です“  
 
疎遠 

 

聖書は、さらに深い疎遠の本質を明

らかにしています。それは、罪がある

ために生まれる人と神との間の疎遠

です。最近、私の英語クラスで罪につ

いて皆さんと話しましたが、罪を認め

ることは、とても難しいようです。一人

の生徒さんが、日本の社会で罪人と

言うと何かひどく悪いことをして刑務

所に行かなくてはいけないような人の

ことだと言いました。罪をもっと分かる

ようになるには、聖書に書かれている

罪の本質を理解することです。罪は、

とても嫌なものです。罪は、何かをす

るだけでなく、聖書によると心の状態

でもあります。聖書は、罪とは神の律

法や御心に反するすべてのことであ

ると明らかにしています。例えば、嘘

をつくと罪を犯します。なぜですか？

それは、神が「偽りの証言をしてはい

けない」(出エジプト記20章16節)と言っ

ておられるからです。 

 

助けて!私たちは 
にっちもさっちもいかない 
（冷戦状態）です  

１ 



神がしてはいけないと言われることを

行うと、罪を犯したことになります。さら

に、神が命じたことをしないのも罪に

なります(ヤコブの手紙4章17節)。罪

は、神の御心に背

く行ないです。ど

ちらにしても、その

結果は、永遠に神

から離されてしまう

ことになります（イ

ザヤ書59章2節）。

すべての人が罪

人です(ローマ３章

９-18節)。聖書に、

私たちは「生まれ

ながら御怒りをうけ

るべき子」であると

書かれています

(ローマ2章3節、エ

ペソ人2章3節)。私

たちは、態度と行

いの中で神と戦い、創造主を敵に回

しています。これが私たちの本来の

状態であり、神との和解が必要なの

です。 

 

最初にお話した頑固な息子のよう

に、私たちも神と和解する必要があり

ます。その息子は今のところ、まだ許

しをお願いすることを拒んでおり、彼

の態度から和解にあまり興味がない

ことが伝わってきます。しかし、それに

よって状況が良くなることはありませ

んでした。彼にとって、そのような体

験からくる心の痛みや重荷は、顔に

は出さなくても、とても惨めなものでし

た。 

 

あなたは、神から離れた結果として生

まれる惨めさや心の痛みをどうします

か。罪の現実や神との和解の必要性

は、私たちが時々、聞きたくないと

思ってしまうメッセージです。私たち

は、神との和解を求めるよりも、状況

を回復するために自分たちで考えら

れるすべてのことを試す時があるで

しょう。そのような時、惨めな気持ち

なったり、何かが間違っていると気が

つくかもしれません。  

 

和解 

 

神から私たちを引き離す罪の問題

は、解決されなければなりませんでし

た。神との関係を変える唯一の事は

何でしょうか。和解を行うために、神

は、私たちが間違っていても問題な

いと見なすことは「されませんでした」

し、「できませんでした」。神はイエス

様の正しい人生、死、そして蘇りに

よって和解を成し遂げられました。罪

と神との疎遠によって、私たちは無力

になります。しかし「私たちが、まだ弱

かった時、キリストは定められた時に

不敬虔な者のために死んでください

ました」(ローマ5章6節)。イエス様は、

罪人の代

わりとして

死なれ、そ

の死によっ

て神を信じ

るすべて

の人のた

めに神との

和解と罪

の赦しを

保障されま

した。 

 

神を信じる人もみんな、かつては怒り

受けるべき子どもでしたが大切な神

の子供にされました。(1ヨハネ1章3

節)。私たちが命の救い主、主として

イエス様をたたえる時、イエス様

は過去の罪の責任から救いだ

し、神のいない人生を送ることで受け

る神の怒りから守ってくださいます。

神は、私たちが

神に対して行う義

務を代わりに果

たしてくださり、ま

た、私たちの失

敗に対する対策

を備えてください

ました！私たち

はキリストを通し

て、神と和解しま

した。 

 

時々、神が和解

する必要性を教

えるため、私たち

に辛い経験をさ

せているように思

うことがあります。神は、優しく神だけ

が満たすことのできる人生の必要な

点に導いてくださり、その必要性を神

が備えていると示してくださる忠実な

お方です。神は聖霊によって高慢や

うぬぼれを打ち砕くよう働きかけること

ができます。私たちが悔い改め、 

そして、キリストとキリストの働きに対す

る個人的信仰を持てるように神が導

いてくださいます。 

 

神は、神自身と人を和解させ、その

人の

人生

を変

えて

導き

続け

てくだ

さい

ます。 

イエ

ス・キ

リスト

はそ

の変化の確かな基礎です。神と和解

した人は、信仰によって福音の確か

な基礎の上に人生を作りあげなくて

はなりません。私たちの心と意志をキ

２ 



リストに委ねることで、信仰の中で歩

き続け、成長していきます。神は、私

たちの人生に働き続け、その働きを

完成してくださる忠実

なお方です。神はご

自分の子供を見捨て

ないと約束されていま

す(ローマ8章30節、ピ

リピ1章6節)。 

 

父と母にとって眠れな

い夜が明け、父は重

い気持ちで仕事に出

かけました。母は息子

の部屋へ行き、「お母

さんに許してもらえる

か頼んでごらん」と息

子に言いました。しか

し、息子は顔を壁に向

けて話そうとしません。

父は、また昼の休みに

仕事から戻ってきまし

たが、相変わらず息子

は頑固なままでした。

「惨めな」勝利になっ

てしまいますが、息子

が勝つかのようでし

た。しかし両親は息子

のこれからのことを思

い、降参することはで

きませんでした。状況

は絶望的に見えまし

た。そして、その午後、また母が息子

のところへ行き、彼に心をこめて話し

かけました。母は息子の中で何かが

変わったことに気づきましたが、彼

は、まだ応えることができませんでし

た。 

そこで母は

「『お母さん』と

言ってごらん」

と話しかけてみ

ました。すると、

息子は「お母さ

ん」と口を開き

ました。母は次

に「今度は、『許して』と言える？」と聞

くと、息子は「許して」と繰り返しまし

た。そして続けて「『僕を』」という母の

言葉に、「僕を」と息子は繰り返し、喜

びながらベットから飛び出しました。

「言えた、言えた！」と彼は喜びなが

ら叫び、「嘘じゃないよ、お父さんにも

言いたいから、お父さんのいるところ

に連れてって」と頼みました。 

 

息子にとって、母と和解した嬉しさ

は、新しい命とエネルギーを得たよう

でした。彼は、父に話す

ことが待ちきれませんで

した。両親の愛は、つい

に閉ざした心を破り、

思っていることや一番必

要なことを言葉にできる

よう辛抱強く、しっかり導

きました。このように許し

は自由と和解をもたらし

ました。 

 

自分たち独自の方法は、離別と破壊

をもたらします。神の方法は、 

和解と永遠の命に導きます。 

今日、みなさんは、ご自分がどの

ような状況だと思いますか？ 

変わりたいという意志や

望みのない心の罪に縛

られているように感じま

すか？ 

悔い改めて和解するよ

うに呼びかけている神

の前で黙っています

か？ 

(コリント２ 5章20 節)。あ

るいは、神との和解に

導くみ言葉が聞こえま

すか？ 

神は、キリストを通して、

この世と和解をしていま

す。悔い改めてキリスト

への個人的信仰を持

つ人は、神の前に立

ち、キリストの働きによっ

て完全に和解していま

す。 

 

神は、神を求めている

傷いた悔い改めの心を

断りません。 

 

祈りましょう 

 

親愛なる主イエス様 
 

神から私たちを離す罪の問題は、十
字架で解決されました。本当の和解
した信仰と希望は、神様にだけありま
す。救いの御業と、神との和解を与
えてくださりありがとうございます。 
 
どうぞ私たちが自分の罪と、神への
反抗を認めることができますように。 
 
「もし私たちが自分の罪を言い表す
なら、 
神は真実で正し方ですから、その罪
を赦し、 
すべての悪から私たちをきよめてくだ
さいます」(１ヨハネ1章9節)。 
 
このお約束が真実であることを感謝
します。 

３ 



私たちにイエス様が必要なことをわ
からせてください。 
イエス様への個人的信仰によって 
神とまわりの人たちとの交わりを持て
ることを感謝します。 
 
この祈りをイエス様のお名前によって
お祈りいたします。 
 
アーメン 
 

 

４ 
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